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安全にご使用いただくために

本製品を安全にご使用いただくために、次の注意事項をお守りください。

この取扱説明書では、機器を安全に使用していただくためにつぎのような

シンボルマークを使用しています。

 警告 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡又は重傷を負う危

険の状態が生じることが想定される場合、その危険をさ

けるための注意事項です。

 注意 取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、又は物

的障害のみが発生する危険の状態が生じることが想定さ

れる場合の注意事項です。

 警 告

本器は高電圧を取り扱います。感電の恐れがありますので次の事項を厳

守してください。

・試験中は入出力端子、高圧ケーブル及び被試験物には触れないでくだ

さい。

本体にの記号を表示している部分は、高電圧を取り扱っている危険

な箇所です。

・Ｇ端子は必ず大地にアースしてください。

・操作時は電気作業用のゴム手袋を着用してください。

・被試験物へ接続するケーブルは付属の高圧ケーブル、又は使用電圧に

適合した電線をご使用ください。

・本器を接続する時は、必ず電源をOFFしてください。

8502,8503又は、接続する装置も同様に電源をOFFしてください。

 注 意

・次のような場所では使用しないでください。故障，誤動作等のトラブ

ルの原因になります。

雨，水滴，日光が直接当たる場所。

高温，多湿やほこり，腐食性ガスの多い場所。

外来ノイズ、電波、静電気発生の多い場所。

・本体の通風穴をふさいだり、物を入れないでください。機器トラブル

の原因となります。

・ケースを開けたり、本体を改造しないでください。感電の危険やトラ

ブルの原因となります。
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１．概 要
この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取り計らい

ください。

本器は、当社のディジタル耐圧絶縁試験器8502や、ディジタル耐圧試験器8503又はシーケ

ンサなどのスキャン信号で最大4点の被試験ポイントを切り切り替えることができる高電圧

スキャンユニットです。

4台まで連結接続が可能で、最大16チャンネルまでの切り替えができます。

２．ご使用前のご確認
２．１ 開梱時のお願い

（１）開梱に当って

お手元に届きましたら輸送中に損傷を受けていないかご確認の上、開梱してください。

万一、破損していたり仕様どうり作動しない場合は、お買い求め先または当社営業所

にご連絡ください。

（２）開梱時のチェック

本体をダンボール箱より取り出す場合、付属品もお忘れなく全部取り出してください。

１．本体 1台

２．付属品 1式

取扱説明書 1部

高圧ケーブル 出力用 3m 8本

高圧ケーブル 入力用 1.5m 2本

電源コード 2.5m 1本(3P→2P,E変換アダプタ)

アース線 3m 1本

予備ヒューズ 3A 1本

入力信号接続用プラグ 1個

END プラグ 1個

２．２ 取り扱い上の注意

本器は、最大5kVの高電圧を扱うことができます。

高電圧を扱うため、安全性に十分留意して設計していますが、取扱いを誤れば人命に

もかかわる事故が考えられます。事故防止の為、下記の注意事項を厳守の上、常に細

心の注意を払い安全を確認の上ご使用ください。

（１）Ｇ端子(裏面)は付属のアース線を用いて確実に大地アースに接続してください。

接地が不完全であれば、本器の箱体が高電圧に充電される可能性が有り、箱体

に触れると非常に危険です。

同様にＧ端子アース線が断線していないかどうかを確認してください。

（２）出力中は、入出力端子、高圧ケーブル、被試験物には、絶対に触れないでくだ

さい。

（３）本器を配線する時は、必ず電源をOFFしてください。

8502,8503又は接続する装置も同様に電源をOFFしてください。

警 告

本器と8502,8503又は、接続する装置の電源を必ずOFFしてください。

誤操作による感電の危険があります。

（４）被試験物への接続は、E側を先に接続してください。

（５）本器を8502,8503と組み合わせて使用するため、高電圧による感電防止用のゴム

手袋を着用してください。

警 告

高電圧を扱うため必ずゴム手袋を着用してください。

感電の恐れがあります。
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３．仕 様
(1) チャンネル数 4点

(2) 最大連結接続 4台 (16チャンネル)

(3) 切 換 方 式 HV, E同時切換

(4) 最高使用電圧 AC 5.0kV

(5) 最大通電電流 1A max

(6) 入 力 信 号 無電圧接点又はオープンコレクタ

(7) 供 給 電 源 AC100V±10％ 50/60HZ

(8) 耐 電 圧 電源－ケース AC1000V 1分間

(9) 消 費 電 力 約20VA

(10) 動作周囲温度 0～40℃

(11) 保 存 温 度 -20～70℃

(12) 外 形 430(W)×150(H)×330(D)mm

(13) 質 量 約8kg

(14) 別 売 品 8502,8503用接続ケーブル（長さ指定）
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４．ブロック図

CH1 CH2 CH3 CH4

表示

０ １ ２ ３

ｽｷｬﾝ信号 リレードライバ ﾕﾆｯﾄ ● ○ ○ ○

表示

AC100V 電源回路 CH1 CH2 CH3 CH4 HV

● ○ ○ ○ ●
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５．各部の説明
５．１ 前面パネルの説明
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① UNIT 0～3 ：ユニット表示灯です。設定されたユニットNo.を表示します。

② CH1～ CH4 ：チャンネル表示灯です。選択されたチャンネルNo.を表示します。

 注 意

チャンネル表示の表示灯が点灯している出力端子が選択中です。

そのチャンネルの高圧ケーブル及び被試験物に、触れないでくださ

い。感電の恐れがあります。

③ HV ：HV表示灯です。高電圧出力中の表示ランプです。

 警 告

HV表示灯が点灯していている場合、本器と高圧ケーブル及び被試験

物には、触れないでください。感電の恐れがあります。

④ POWER ：電源スイッチです。

 注 意

電源スイッチを投入する前に、電源電圧がAC100Vであるかを確認し

てください。機器が破損する恐れがあります。

⑤ POWER ONモニター：電源表示ＬＥＤです。電源がＯＮの時点灯します。
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５．２ 背面パネルの説明
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⑥ INPUT HV ：試験電圧入力用の高圧側端子です。

 警 告

試験中は、入力端子 HV端子及びE端子には触れないでください。

感電の恐れがあります。

⑦ E ：試験電圧入力用の低圧側端子です。

⑧ CH1～CH4 HV ：試験電圧出力用の高圧側切替端子です。

⑨ CH1～CH4 E ：試験電圧出力用の低圧側切替端子です。

 警 告

試験中は、出力端子 HV端子及びE端子には触れないでください。

感電の恐れがあります。

⑩ FUSE ：ヒューズソケットです。ヒューズの定格は3Aです。

⑪ G ：大地接地端子です。

付属のアース線（緑色）を使用して必ず接地してください。

 警 告

接地が不完全な場合は、感電の恐れがあります。

⑫ AC100V ：電源ライン入力コネクタです。付属の電源コード(3P)に適合します。

⑬ INPUT ：スキャン信号入力コネクタです。

⑭ OUTPUT ：スキャン信号出力コネクタです。

連結時、下位ユニットへスキャン信号を出力します。単独で使用する

場合、及び連結時の最終ユニットはENDプラグを装着します。
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６．接 続
接続前に、本器と8502,8503又は、接続する装置の電源がOFFであることを確認してください。

 警 告

本器を接続する時は、必ず電源をOFFにしてください。

8502,8503又は、接続する装置も同様に、電源をOFFしてください。

誤操作による感電の恐れがあります。

６．１ 一台の接続 （ユニット番号０）

8502,8503のスキャンコネクタと本器のINPUTコネクタ間を専用接続ケーブルで接続し、

OUTPUTコネクタは、付属のENDプラグを接続します。

次に8502,8503のＥ端子と本器のＥ端子間を付属の高圧ケーブルで接続します。

また、8502,8503のＨＶ端子と本器のＨＶ端子間も付属の高圧ケーブルで接続します。

（図３参照）

図３ 1 台の接続

６．２ 連結接続

8502,8503のスキャンコネクタとユニット番号０のINPUTコネクタ間を専用接続ケーブル

で接続し、ユニット番号０のOUTPUTコネクタとユニット番号１のINPUTコネクタ間、ユニ

ット番号１のOUTPUTコネクタとユニット番号２のINPUTコネクタ間、・・・・最終のユニ

ット番号Ｎ（図４の例ではユニット３です。以下同じ。）のINPUTコネクタまで専用接続

ケーブルで順次連結します。最終のユニット番号ＮのOUTPUTコネクタは、付属のENDプラ

グを接続します。

次に、8502,8503のＥ端子及びＨＶ端子を同じように、最終のユニット番号Ｎまで各ユ

ニット相互間のＥ端子及びＨＶ端子間を付属の高圧ケーブルで接続します。（但し、Ｎは

最大３まで合計４台接続可能です。）（図４参照）

図４ 連結接続

 警 告

8502,8503の電源をONにし、試験を開始すると8502,8503に接続され

た高圧スキャンユニットの試験電圧入力用端子に高電圧が印加され

ますので、端子に触れないでください。感電の恐れがあります。

６．３ その他コントロール

シーケンサ等を使用される場合は、９項にあるシーケンサ用入力信号に従って配線してく

ださい。なお、ＣＯＭは全入力に対して共通となっています。
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７．コントロール用入出力信号
７．１ 入力コネクタピン配列図

信号名 番号 番号 信号名

ＣＨ１IN 1 13 ＣＨ２IN

ＣＨ３IN 2 14 ＣＨ４IN

ＣＨ５IN 3 15 ＣＨ６IN

ＣＨ７IN 4 16 ＣＨ８IN

ＣＨ９IN 5 17 ＣＨ１０IN

ＣＨ１１IN 6 18 ＣＨ１２IN

ＣＨ１３IN 7 19 ＣＨ１４IN

ＣＨ１５IN 8 20 ＣＨ１６IN

ＣIN１ 9 21 ＵＮＩＴIN０

ＣOUT２ 10 22 ＵＮＩＴIN１

ＴＥＳＴIN 11 23 ＮＣ

ＣＯＭ 12 24 ＣＯＭ

７．２ 入力信号の説明

① ＣＨ１IN～ＣＨ１６IN

スキャンチャンネル入力 負論理

無電圧接点入力、オープンコレクタ入力

内部はＤＣ２４Ｖでプルアップ（抵抗値５．１ｋΩ）

しています。

② ＣIN１ 上位ユニットからのキャリー入力 負論理

無電圧接点入力、オープンコレクタ入力

内部はＤＣ２４Ｖでプルアップ（抵抗値５．１ｋΩ）

しています。

ＣOUT2 上位ユニットへのキャリー出力

オープンコレクタ出力

出力容量 ＤＣ３０Ｖ ３０ｍＡ

③ ＴＥＳＴIN 高電圧出力中の信号入力 負論理

無電圧接点入力、オープンコレクタ入力

内部はＤＣ２４Ｖでプルアップ（抵抗値５．１ｋΩ）

しています。

④ ＵＮＩＴIN０、ＵＮＩＴIN１

連結時のユニット選択入力 負論理

無電圧接点入力、オープンコレクタ入力

内部はＤＣ２４Ｖでプルアップ（抵抗値５．１ｋΩ）

しています。

⑤ ＣＯＭ 入出力共通コモン

⑥ ＮＣ 空端子

中継端子等には、使用しないでください。
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７．３ 出力コネクタピン配列図

信号名 番号 番号 信号名

ＣＨ１OUT 1 13 ＣＨ２OUT

ＣＨ３OUT 2 14 ＣＨ４OUT

ＣＨ５OUT 3 15 ＣＨ６OUT

ＣＨ７OUT 4 16 ＣＨ８OUT

ＣＨ９OUT 5 17 ＣＨ１０OUT

ＣＨ１１OUT 6 18 ＣＨ１２OUT

ＣＨ１３OUT 7 19 ＣＨ１４OUT

ＣＨ１５OUT 8 20 ＣＨ１６OUT

ＣOUT１ 9 21 ＵＮＩＴOUT０

ＣIN２ 10 22 ＵＮＩＴOUT１

ＴＥＳＴOUT 11 23 ＮＣ

ＣＯＭ 12 24 ＣＯＭ

７．４ 出力信号の説明

① ＣＨ１OUT～ＣＨ１６OUT

スキャンチャンネル出力

ＣＨ１IN～ＣＨ１６INの入力をそのまま出力

② ＣOUT１ 下位ユニットへのキャリー出力

オープンコレクタ出力

出力容量 ＤＣ３０Ｖ ３０ｍＡ

ＣIN２ 下位ユニットからのキャリー入力 負論理

無電圧接点入力、オープンコレクタ入力

内部はＤＣ２４Ｖでプルアップ（抵抗値５．１ｋΩ）

しています。

③ ＴＥＳＴOUT 高電圧出力中の信号出力 負論理

ＴＥＳＴINの入力をそのまま出力

④ ＵＮＩＴOUT０、ＵＮＩＴOUT１

連結時のユニット選択出力

オープンコレクタ出力

出力容量 ＤＣ３０Ｖ ３０ｍＡ

⑤ ＣＯＭ 入出力共通コモン

⑥ ＮＣ 空端子

中継端子等には、使用しないでください。
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８．機 能
８．１ 出 力 選択されたチャンネル番号の端子が、高圧入力端子と接続されます。

８．２ 表 示 ユニット表示

単独で使用した場合は、ユニット番号 ０が点灯し、連結接続の場

合、接続順にそれぞれ０，１，２，３が点灯します。

チャンネル表示

選択されたチャンネル番号が点灯します。

連結接続の場合

ユニット０がチャンネル１，２，３，４

ユニット１がチャンネル５，６，７，８

ユニット２がチャンネル９，10，11，12

ユニット３がチャンネル13，14，15，16

の設定となります。

ＨＶ表示

テスト信号が入力されると、選択されたチャンネルを装備するユ

ニットのＨＶランプが点灯します。

８．３ 保 護 機 能 ①２つ以上のスキャン信号が入力された場合、すべてのチャンネル

をＯＦＦします。

②その他接続信号等の異常を検出した場合、すべてのチャンネルを

ＯＦＦします。

③テスト信号入力中は、内部回路をラッチさせ、それまでの状態を

保持します。
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９．シーケンサ用入力信号
９．１ 入力信号ピン配列図

信号名 番号 番号 信号名

ＣＨ１IN 1 13 ＣＨ２IN

ＣＨ３IN 2 14 ＣＨ４IN

ＣＨ５IN 3 15 ＣＨ６IN

ＣＨ７IN 4 16 ＣＨ８IN

ＣＨ９IN 5 17 ＣＨ１０IN

ＣＨ１１IN 6 18 ＣＨ１２IN

ＣＨ１３IN 7 19 ＣＨ１４IN

ＣＨ１５IN 8 20 ＣＨ１６IN

ＣIN１ 9 21 ＵＮＩＴIN０

ＣOUT２ 10 22 ＵＮＩＴIN１

ＴＥＳＴIN 11 23 ＮＣ

ＣＯＭ 12 24 ＣＯＭ

９．２ ピン名称

① ＣＨ１IN～ＣＨ１６IN

スキャンチャンネル入力

② ＣIN１ COMと短絡してください。

③ ＴＥＳＴIN テスト信号入力中は、内部回路をラッチさせ、それまでの状態を保持

します。

④ ＣＯＭ L レベルの基準です。

⑤ ＵＮＩＴIN０、ＵＮＩＴIN１

制御信号を入力しないでください。

⑥ ＣOUT２ 制御信号を入力しないでください。

⑦ ＮＣ 空端子

中継端子等には、使用しないでください。

注意）ユニット番号は、自動設定されるため制御する必要はありません。

スキャン信号が２つ以上入力された場合は、すべてのチャンネルをOFFします。

ＣIN1がHレベル時は動作しません。

ただし、テスト信号入力中は、内部回路がラッチさせるためそれまでの状態を保持し

ます。
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●この取扱説明書の仕様は、１９９７年７月現在のものです。


